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幅広い分野での事業の取り組み幅広い分野での事業の取り組み

■今年は長い夏でしたね。ニュースでは異常気象といいますが、これが普通に
なっていくのかも・・体調管理には気を付けましょう。つぶやき

３
億
４
５
２
万
円
の
収
支
残

主

源

財

自

源
財

存

依
一般会計

歳入
65億
　　90万円

一般会計

歳出
61億
8,060万円

町民の皆さんや会社などからの税（町税）
7億 6,007 万円　11.7%

施設などの使用料及び手数料　
4億 2,617 万円　6.6%

前年からの繰越金　
4億 4,130 万円　6.8%

1 億 3,584 万円　2.1%

その他　2.9%
1 億 8,122 万円

まちづくり・地域活性化などのために（総務費）　
19億 1,756 万円　31.0%

国から交付される地方共有の税（地方交付税）
28億 1,708 万円　43.3%

使い道が決められて
いる道からの交付金
など（道支出金）
2億 3,219 万円　3.6%

使い道が決められてい
る国からの交付金など
（国庫支出金）

6億 5,189 万円　10.0%

事業を行うため、借り
入れるお金（町債）　

4億 9,466 万円　6.8%

その他
3億 5,353 万円　6.2%

農畜産業・基盤整備などのために（農林費）
10億 2,254万円　　16.5%

借金の返済額（公債費）　11.3%
7 億 0,037 万円

老人福祉・心身障がい者など
のために（民生費）
5億 7,303 万円　　9.3%

4 億 2,998 万円　　7.0%

小・中・幼稚園、社会教育など
のために（教育費）　

3億 9,515 万円　6.4%

道路・河川・公園等の維持
管理（土木費）

3億 7,588 万円　　6.1%

その他　12.4%
7 億 6,605 万円

平成 23 年度平成 23 年度
町の家計簿町の家計簿

23年度の決算、福祉の環境は・・23年度の決算、福祉の環境は・・

一般会計の残額
平成 23 年度の収入と支出の差額

3 億 452 万円

法律で定められて

基金に積み立てる分

1 億 6千万円

翌年に繰り越される分

1 億 4,452 万円

〈残額の内訳〉
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の
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議

決
算
の
審
議

各種基金のため（諸支出金）　

預金利子やバイオガスプラン
ト売電収入など（諸収入）　

入ってくるお金

出ていくお金
出産にかかわる検査費の全額負担など安心して子どもが産める環境を整えました。出産にかかわる検査費の全額負担など安心して子どもが産める環境を整えました。
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自主財源　　30.0％

依存財源　　70.0％



　

鹿
追
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に
配
備
さ
れ
た
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防
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自
動
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の
更
新
で
、
水
に
消

化
薬
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と
空
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を
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入
す
る
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ス
テ
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付
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９
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０
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■駐屯地維持拡充総決起大会、約 6００人の出席者、７３０4筆の
署名、５町の住民の力、御協力ありがとうございました。
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土木費　

緑町中央団地

加工施設で作られたハム・ソーセージ加工施設で作られたハム・ソーセージ

道
路
の
新
設
改
良

道
路
橋
梁
、
農
地
等
災
害
復
旧
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農林費　

道路からあふれた水道路からあふれた水

泡による消化活動が可能な消防車（CAFS）



Q

9 月定例会
決算審査特別委員会

The 決算・質疑
　９月 19日に開催された決算審査特別委員会（川染洋委員長）で平成 23年度の決算を審

査、すべて原案どおり全員賛成で認定しました。

エゾ鹿の捕獲。

A

　サラウンナイに設置したエゾ
鹿囲い罠の捕獲状況は？

■計画停電に備えてコンセントがなくても使えるポータブル型の石油ストー
ブが売れています。つぶやき

総務費総務費

　週に 1～ 2回職員が巡回して
いる。夏は鹿がいない状況が続
き、９月に１頭捕獲した。

旧西原研究所施設の利用は？

11 月末まで町内の国営事業の
建設業者の宿泊場所として提
供。　

　旧西原研究所施設の現在の活
用状況は？

交通安全対策は？

　交通安全対策で交差点・危険
区域等のチェックは？

　町道同士でどちらが優先か、
わからないところがあり、標識、
ドット線等の配置、交通安全指
導を実施していく。

未使用の公共施設の利用。

　使わなくなった北鹿追保育
園、鹿美老人の家の状況は？福
祉会館の利用状況は？

　使用しなくなった施設につい
ては、1,2 件の問い合わせがあっ
た。有効な利用を働きかけたい。
福祉会館の 2階は書庫として利
用、1階の利用はない。耐震の
事もあり検討をしている。

台東区との交流は？

　東京台東区との交流の考え方
は？

　子ども宿泊体験として 11 月
末に町内小学６年生１０名を視
察に送る予定。防災協定、物産
の販売もつながりをもっていき
たい。

防災教育は？

　町内の各学校での防災教育の
状況は？

教育費

総務費

　鹿追町で考えられる災害（然
別川の氾濫、地震による家の倒
壊、停電、豪雪）対策のリーフ
レットの配布、地球学の中で防
災教育、サバイバルグッズ、講
演等を実施している。

　町内で水道管破損の事故が起
きているが、簡易水道の老朽化
の調査は実施しているか？

　然別湖畔の水道施設の老朽化
が著しく計画をたてて対応をし
ていく。町内の施設も、長寿命
計画を組み、改修を進める。
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・
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
録
画
で
議
会

を
傍
聴
し
ま
し
た
。
初
め
て
議
会
を

見
ま
し
た
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
補

助
と
か
、
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
議
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
感
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
議

会
で
話
し
合
っ
て
い
る
内
容
が
わ
か

る
工
夫
、
例
え
ば
目
次
等
が
あ
れ
ば

見
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

北 5線　金子　孝伸さん
　

議
会
中
継
を
見
て
、
縁
遠
か
っ
た

議
会
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

   

視
聴
者
側
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
議

会
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以

上
に
町
行
政
に
興
味
を
持
ち
ま
す
し
、

議
会
も
カ
メ
ラ
の
先
に
い
る
沢
山
の

視
聴
者
を
意
識
す
る
こ
と
で
緊
張
感

も
増
し
、
よ
り
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中瓜幕　熊谷　拓さん

バイオプラントの熱利用は？

　中鹿追の環境保全センターの
熱利用は？

　現在２棟のハウスでサツマイ
モと生薬を栽培、研究中。さら
に冬期間のハウス栽培の具体的
な検討を進めている。

介護相談の件数が減

　地域包括センターの相談件数
が減っているが？

　専任の保健師が３名、ケアマ
ネージャーが３名、担当係長も
保健師でカバーし充分対応して
いる。今後高齢者の増加にとも
ない相談件数は増すと予想され
る。

民生費土木費

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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水道の老朽化

農林費

町営牧場の整備は？
　町営牧場の整備状況は？

　用地拡大をするが、そのうえ
で必要なものは整備する。

Q
A



９月定例会

○
町
内
小
中
学
校
安
全
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
３
３
万
円

　

各
学
校
の
安
全
対
策
と
し

て
、
電
気
錠
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
設
置
し
ま
す
。

○
鹿
追
保
育
園
・
地
域
保
育
所

　

施
設
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

６
８
０
万
円

　

プ
レ
ハ
ブ
物
置
、
給
食
用
冷

凍
冷
蔵
庫
更
新
な
ど
の
施
設
整

備
を
行
い
ま
す
。

○
然
別
湖
畔
園
地
維
持
補
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

園
地
の
転
落
防
止
柵
の
補
修

を
行
い
ま
す
。

○
東
瓜
幕
消
防
会
館
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
５
６
万
円

　

断
熱
化
な
ど
の
改
修
と
机
、

地
域
振
興
費
で
は
町
内
経
済
の
活
性
化
、
住
民
生
活
の

支
援
な
ど
を
目
的
と
し
た
40
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

条
例
改
正

町
立
神
田
日
勝
記
念
美
術
館

　

町
内
の
神
田
日
勝
記
念
美
術

館
と
福
原
記
念
美
術
館
の
共
通

の
入
場
券
を
一
般
６
０
０
円
、

高
校
生
３
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円
に
す
る
条
例
の
改
正

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
両
美
術
館
の
入
館
者

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
近
接
す
る
美
術
館
同
士
協

力
し
て
、
町
内
外
の
美
術
フ
ァ
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■今年は大豊作、おいしいじゃがいも・野菜・ソバ・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなに感謝・感謝！つぶやき

ン
を
呼
び
込
む
意
向
。

　

９
月
27
日
か
ら
利
用
を
開
始

し
ま
し
た
。　

意 

見 

書　

鹿
追
駐
屯
地
の
維
持
拡
充
を
求
め
る
！

意
見
書

　
「
陸
上
自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地

は
、
然
別
演
習
場
を
擁
し
、
鹿

追
・
清
水
・
新
得
・
士
幌
・
上

士
幌
の
広
大
な
警
備
地
区
を
管

轄
し
て
お
り
、
第
５
旅
団
の
第

５
戦
車
大
隊
が
駐
屯
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
削
減
さ
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
意
思
と
し
て
、

鹿
追
駐
屯
地
の
体
制
維
持
、
更

に
は
新
し
い
装
備
を
も
つ
部
隊

を
配
備
す
る
な
ど
の
拡
充
を
強

く
要
望
し
ま
す
」。

　

こ
の
要
望
を
伝
え
る
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
全
員
賛
成
で
可

提
案
者　

山
岸　

宏　

議
員

賛
成
者　

川
染　

洋　

議
員

　
　
　
　

吉
田　

稔　

議
員

　
　
　
　

安
藤　

幹
夫
議
員

　
　
　
　

上
嶋　

和
志
議
員

　
　
　
　

加
納　

茂　

議
員

　
　
　
　

狩
野　

正
雄
議
員

　
　
　
　

飯
沼　

新
吾
議
員

　
　
　
　

台
蔵　

征
一
議
員

　
　
　
　

武
藤　

敦
則
議
員

同　

意

教
育
委
員
に
臼
井
あ
や
子
氏
、

河
辺
美
佳
氏
。
公
平
委
員
に

石
川
修
氏
の
提
案
に
同
意

　

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
委
員

に
つ
い
て
、
臼
井
あ
や
こ
さ
ん

（
新
町
２
）、河
辺
美
佳
さ
ん
（
元

町
１
）
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　

又
、
任
期
満
了
に
よ
る
公
平

委
員
に
つ
い
て
石
川
修
さ
ん

（
緑
町
１
）
の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

インターネット中継がはじまりました。インターネット中継がはじまりました。
　町議会では、本会議及び予算・決算委員会を多くの町民に見ていただ
けるようインターネット動画配信サイト、ユーストリームを利用して中
継（事業費 76万３千円）を行う試みを９月定例会からスタートしました。

○視聴方法
　1. パソコンから
　　1）鹿追町ホームページ内の「議会」、「議会中継」から。
　　2）Ustreamのホームページから「Shikaoi-gikai」で検索。
　2. スマートフォン、タブレット端末（ipad）などで見る。
　　1）専用のアプリをインストールして、検索画面から　　　
　　「shikaoi-gikai」と検索。
　※視聴の際の注意事項がありますので、詳細は町議会　　　
　ホームページをご覧ください。

補
正
予
算

　

３
億
４
６
５
６
万
円
を
追

加
し
て
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
を
63
億
７
４
６
１
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

主
な
地
域
振
興
対
策
費
は
、

○
町
く
ら
し
応
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
７
３
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
及

び
商
工
会
年
末
謝
恩
セ
ー
ル
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
生
乳
生
産
増
産
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

乳
牛
の
新
規
導
入
等
に
対

す
る
補
助
で
、
町
と
JA
鹿
追

町
が
同
額
を
負
担
し
、
総
額

１
０
０
０
万
円
の
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

私
立
福
原
記
念
美
術
館

共
通
入
館
券
を
発
行

決
さ
れ
、
衆
参
両
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
大

臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

署
名
活
動

　

意
見
書
の
提
出
と
あ
わ
せ
９

月
初
旬
、
鹿
追
町
内
全
域
を
は

じ
め
警
備
地
区
に
「
駐
屯
地
維

持
拡
充
」
を
求
め
町
、
自
衛
隊

協
力
会
、
商
工
会
等
の
協
力
の

も
と
７
３
０
４
筆
の
署
名
を
集

め
ま
し
た
。

総
決
起
大
会

　

９
月
25
日
、「
陸
上
自
衛
隊

鹿
追
駐
屯
地
の
維
持
拡
充
を
求

※
議
長
は
規
定
に
よ
り
提
案
者
、
賛
成
者

　

に
な
れ
ま
せ
ん
。

め
る
総
決
起
大
会
」
が
町
民

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
鹿
追
駐
屯

地
の
警
備
地
区
か
ら
約
６
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
町
議
会
か
ら
意
見
書
の
採

択
が
報
告
さ
れ
、「
然
別
演
習

場
を
か
か
え
る
駐
屯
地
の
縮
減

は
町
づ
く
り
の
根
底
が
覆
さ
れ

る
」
と
の
決
議
文
が
埴
渕
賢
治

議
長
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、
盛

会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

決
議
文
と
署
名
は
防
衛
省
へ

の
陳
情
の
際
に
提
出
さ
れ
ま

す
。

神田日勝記念美術館

福原記念美術館総決起大会

椅
子
等
の
備
品
を
整
備
し
ま

す
。　

　

農
林
費
畜
産
業
費
で
は
、

○
町
営
牧
場
用
地
取
得
費

　
　
　
　
　
　

６
４
４
２
万
円

　

新
得
町
屈
足
の
山
林
・
原
野

１
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
町
営
牧

場
及
び
町
有
林
用
地
取
得
。

　

住
宅
建
設
費
で
は
、

○
新
あ
か
ね
団
地
、
緑
町
中
央

　

団
地
公
営
住
宅
建
設

　
　
　
　

１
億
５
２
７
５
万
円

　

新
あ
か
ね
団
地
で
は
２
棟
８

戸
、
緑
町
中
央
で
は
１
棟
２
戸

の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
が
建
設
さ

れ
ま
す
。

決
算
剰
余
金
を
活
用
し
た
地
域
振
興

対
策
費
で
総
額
１
億
４
６
７
万
円
を

予
算
化
。



町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

然別湖周辺の観光施設整備と利活用策に
ついてついいついいててて

一般質問

狩野　正雄議員

（
質
問
）

　

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
然
別
湖
に
は
多
く
の
来

訪
者
が
訪
れ
て
い
る
。
休
止

し
て
い
た
か
ん
の
温
泉
が

再
開
の
見
通
し
と
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
町
民
に
期
待
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

美
し
い
自
然
景
観
と
心
を 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

永
年
の
自
然
災
害
や
水

位
変
化
の
影
響
で
転
落
防

止
柵
が
老
朽
化
す
る
な
ど
、

安
全
や
景
観
が
損
な
わ
れ

癒
す
温
泉
の
ぬ
く
も
り
は
観

光
客
の
な
に
よ
り
の
楽
し
み

で
あ
る
。
し
か
し
、
然
別
湖

畔
に
は
長
く
急
な
階
段
や
橋

の
な
い
川
が
あ
る
た
め
遊
覧

船
や
足
湯
の
楽
し
み
を
断
念

し
て
し
ま
う
方
も
い
る
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
も

対
応
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
整
備
計
画
は
。

加納　茂議員

飯沼新吾議員

ジオパーク認定に向けたエントランス施設
について

加納　茂議員
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職員の提案制度の更なる充実を・・・

飯沼　新吾議員

３
人
の
議
員
が
一
般
質
問

QA
観　光

然
別
湖
周
辺
の
整
備

つぶやき

QA
町づくり

職
員
提
案
の
充
実

Q

A

地
球
科
学

ジオパーク施設を

て
い
る
。

　

ス
ロ
ー
プ
や
橋
の
設
置
な

ど
園
地
で
憩
い
を
求
め
る
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
や
、
雑
木
処
理
を
行
い
湖

面
が
見
渡
せ
る
遊
歩
道
な
ど

自
然
公
園
法
の
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
計
画
を
作
成
し
、

再
整
備
を
進
め
る
。

園
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
検
討

（
質
問
）

　

現
在
、
町
職
員
の
数
は
臨

時
職
員
も
含
め
て
２
２
８

人
。
職
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
優

れ
た
能
力
が
あ
り
、
一
人
ひ

と
り
に
発
想
や
ア
イ
デ
ア
が

あ
る
と
考
え
る
。
今
年
度
は

「
職
員
自
主
研
修
支
援
制
度

要
領
」
が
施
行
さ
れ
既
に
一

部
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
制
度
の
更
な
る
充
実
と
、

優
秀
な
提
案
に
対
す
る
評
価

表
彰
等
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

平
成
12
年
に
職
員
の
提

言
、
提
案
制
度
を
取
り
入

れ
、
現
在
の
バ
イ
オ
ガ
ス
の

実
施
、
ま
た
花
と
芝
生
の
町

づ
く
り
等
々
に
は
大
き
く
寄

　

も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
特
定
検
診
、
特
定
保
健

指
導
の
向
上
を
研
修
テ
ー
マ

と
し
て
今
後
の
取
り
組
み
に

期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
重
要
と
考
え

更
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え

る
。

　

評
価
に
つ
い
て
も
具
体
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

出
来
れ
ば
新
年
度
か
ら
具

体
化
し
て
い
き
た
い
。

　

職
員
に
は
細
か
い
所
に
も

気
の
付
く
職
員
に
な
っ
て
欲

し
い
と
希
望
し
て
い
る
。

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
る

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

質
問
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
観
光
客
へ
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や
、
児
童

生
徒
へ
の
新
地
球
学
の
事
前

学
習
を
可
能
と
す
る
教
育
施

設
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
い

う
こ
と
で
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
既

存
施
設
の
有
効
利
用
を
主
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

能
に
な
っ
た
。

　

新
た
な
施
設
と
い
う
こ
と

は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
が

将
来
展
望
と
し
て
は
状
況
に

よ
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

対応出来るよう進める

（
質
問
）

　

然
別
休
養
施
設
（
旧
北
電

寮
）
の
修
繕
を
行
っ
た
が
、

今
後
の
利
用
計
画
は
。

然別湖上流でのリバーウオッチング

然別湖畔の周辺を視察

（
質
問
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け

た
取
り
組
み
が
町
を
挙
げ
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
然
別
湖

周
辺
の
全
体
像
を
示
し
た
ジ

オ
ラ
マ
や
生
息
す
る
動
植
物

の
標
本
な
ど
を
展
示
す
る
ミ

ニ
博
物
館
の
要
件
を
備
え
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
と
呼
べ
る
施
設
が
必
要

■ 9 月、象徴的な数字 7304 と 803。鹿追駐屯地の維持拡充を求める５町の
署名の総数と、鹿追敬老会満 75 歳以上の数。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

新
た
に
国
立
公
園
内
に
建

物
を
建
て
る
の
は
難
し
い
。

　

隣
町
で
は
既
存
の
博
物
館

の
老
朽
化
に
よ
り
そ
れ
が
可

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

大
雪
山
系
の
自
然
紹
介

や
関
連
す
る
資
料
の
展
示
、

登
山
者
の
安
全
確
保
に
必

要
な
機
能
を
備
え
る
施
設

と
し
て
改
修
を
行
い
、
民

間
資
本
の
活
用
も
検
討
し

て
い
る
。

（
質
問
）

　

山
田
温
泉
と
か
ん
の
温
泉

を
結
ぶ
峰
越
線
再
開
見
通
し

は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

平
成
18
年
よ
り
現
在
ま

で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

る
。
然
別
湖
か
ら
然
別
峡

へ
の
横
断
道
と
し
て
山
の

維
持
管
理
、
観
光
資
源
活

用
と
し
て
峰
越
線
の
役
割

は
大
き
い
。

　

ま
た
防
災
の
視
点
か
ら

も
整
備
は
必
要
で
あ
り
、

国
と
協
議
し
て
復
旧
さ
せ

た
い
。

（
質
問
）

　

い
つ
頃
か
ら
進
め
る
の

か
。

与
し
た
も
の
。

　

今
年
度
か
ら
の
職
員
自
主

研
修
に
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
申
し
出
が
あ
り
、
１
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か

ら
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
役

場
庁
舎
の
あ
り
方
や
災
害
発

生
時
の
職
員
の
業
務
継
続
計

画
の
策
定
な
ど
を
テ
ー
マ
に

先
進
地
へ
の
視
察
研
修
を
行

い
研
究
成
果
を
期
待
し
て
い

る
。

（
質
問
）

　

同
じ
国
立
公
園
の
隣
町

（
上
士
幌
町
）
で
は
、
国
と

の
折
半
で
建
て
る
こ
と
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
よ
う

な
方
法
が
と
れ
な
い
の
か
。

宮城県南三陸町での職員の消毒活動宮城県南三陸町での職員の消毒活動

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
本
町
で
行
っ
て
い

る
地
球
学
の
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
、
鹿
追
町
の
自
然

を
理
解
す
る
た
め
の
教
育

施
設
と
し
て
位
置
付
け
役
立

て
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
設
置
を
望
む
。



（
質
問
）

　

鹿
追
町
は
、「
花
と
芝
生

の
ま
ち
」
と
し
て
美
し
い
町
。

他
の
町
に
は
な
い
取
り
組
み

も
し
て
い
て
、
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
ぜ
吉
田
町
長
は
鹿
追
の

町
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

か
、
ど
ん
な
町
に
し
よ
う
か

と
思
い
ま
し
た
か
。

　

普
段
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
。　

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
民
皆
の
力
で
町
づ
く

り
を
し
、
子
ど
も
達
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
町

を
引
き
継
ぎ
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　

数
多
く
の
仕
事
が
真
に

町
民
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
か
、
町
民
の
幸
せ
を
毎

日
願
い
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。　
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８
人
の
子
ど
も
議
員
が
一
般
質
問

QA
な
ぜ
町
長
に
な
っ
た

の
で
す
か

つぶやき

良
い
町
づ
く
り
の
た

め
に

（
質
問
）

　

た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
地
元
の
野
菜
や
肉

な
ど
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。

も
っ
と
魅
力
的
な
店
が
あ
れ

ば
遠
く
に
行
か
な
く
て
も
す

む
と
思
い
ま
す
。

■農作業も順調に進んでるようですね。日没も早いので交通事故や農作業事故
には十分気を付けましょうね。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

地
元
の
食
材
加
工
の
工

夫
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
の
応
援
や
、
店
を
開
こ

う
と
す
る
人
た
ち
へ
の
応

援
を
し
ま
す
。
地
元
の
お

店
で
買
い
物
を
す
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

（
質
問
）

　

カ
ナ
ダ
の
小
学
生
が
訪
問

団
と
し
て
鹿
追
に
来
て
く
れ

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

武
藤
議
員
の
積
極
的
な

交
流
を
希
望
す
る
ご
意
見

た
い
へ
ん
嬉
し
い
で
す
。

　

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
ィ
ン
町

は
た
い
へ
ん
遠
い
町
で
す
。

小
学
生
が
親
元
を
離
れ
、

長
時
間
の
移
動
を
行
う
こ

と
は
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

テ
レ
ビ
電
話
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や

日
本
の
外
国
籍
の
子
ど
も

と
の
交
流
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
事
を
知
る
上

で
自
分
自
身
や
日
本
の
事

も
よ
く
理
解
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

私
と
同
じ
６
年
生
に
、
い

ろ
い
ろ
聞
い
て
み
た
い
で

す
。

（
質
問
）

　

地
球
学
の
勉
強
で
、
体
験

学
習
を
す
る
時
間
を
増
や

し
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
多
く
す
る
べ
き
で
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
習

が
大
事
。
簡
単
に
増
や
す
事

は
で
き
な
い
。
家
庭
、
子
ど

も
会
、
社
会
教
育
の
中
で
も

様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
議
会

子
ど
も
議
会

鹿追小学校　6年

橋爪亜依議員

鹿
追
町
に
も
魅
力
的
な

お
店
が
で
き
れ
ば
・
・

瓜幕小学校　6年

通明小学校　6年

（
質
問
）

　

地
球
学
で
中
鹿
追
の
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
し

て
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
瓜

幕
に
新
し
く
で
き
る
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
、
鹿
追
町

の
何
戸
分
の
電
力
が
ま
か
な

え
ま
す
か
。

菅原颯太議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

町
で
は
６
年
前
に
中
鹿

追
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
建
設
し
、
牛
の
ふ
ん

尿
を
利
用
し
発
電
を
行
い
、

約
５
９
０
戸
分
の
発
電
を

し
て
い
ま
す
。
建
設
予
定

の
瓜
幕
で
は
約
１
５
０
０

戸
分
の
発
電
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
る
と

町
の
90
％
近
く
供
給
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
質
問
）

　

町
の
中
の
街
灯
が
少
な

い
。
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号

は
冬
季
に
凍
っ
て
使
え
な
い

こ
と
が
。
セ
ン
サ
ー
タ
イ
プ

の
信
号
を
増
や
し
て
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

通
学
路
と
な
っ
て
い
る

町
中
に
つ
い
て
は
、
学
校

関
係
者
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
安
心
し
て
歩
け
る
通

学
路
に
し
た
い
。

　

信
号
機
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
管
轄
の
警
察
署

や
公
安
委
員
会
に
強
く
働

き
か
け
た
い
。　

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

瓜
幕
地
区
に
公
園
遊
具

等
少
な
い
状
況
で
す
の
で
、

早
急
に
検
討
し
ま
す
の
で

楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ

い
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
ウ
リ
マ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
設

置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。　

（
質
問
）

　

日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化

に
な
っ
て
い
ま
す
。
鹿
追
町

も
例
外
で
は
な
く
、
ど
ん
ど

ん
人
口
が
減
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
次
の
２
点
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。


鹿
追
町
の
人
口
減
少
対
策

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

鹿
追
町
の
人
口
減
少
率
は

十
勝
の
他
町
村
と
比
較
し
て

減
少
率
は
緩
や
か
で
す
。


出
産
ま
で
の
検
診
費
用
の

全
額
助
成
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
等
の
支

援
、
町
内
の
定
住
促
進
移
住

の
取
り
組
み
な
ど
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。


「
学
ぶ
こ
と
」
が
学
生
の

本
分
。
小
中
高
一
貫
教
育
に

よ
る
12
年
間
の
学
習
を
通
し

て
、
郷
土
愛
や
国
際
感
覚
を

み
が
き
将
来
鹿
追
に
貢
献
で

き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。

上幌内小学校　6年

山口さくら議員
鹿追中学校　3年

武藤早希議員

笹川小学校　6年
佐藤修平議員

播磨菜々穂議員
瓜幕中学校　2年

藤井祐希議員
鹿追高校　3年

議
長
を
務
め
た
鹿
追
高
校

２
年
の
髙
橋
菜
子
さ
ん

８
月
３
日
、
10
年
ぶ
り
と
な
る
子
ど
も
議
会
が
町
議
会
本
会
議

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
町
内
の
小
中
高
生
が
、
鹿

追
の
未
来
に
つ
い
て
意
見
を
か
わ
し
ま
し
た
。

道見美緒議員

お
店
を
ひ
ら
く
人
を

応
援
し
ま
す

（
質
問
）

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
高

校
生
以
下
の
利
用
が
17
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
延

ば
す
事
は
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）
小
林
教
育
長

　

現
状
で
は
小
中
学
生
の
利

用
は
午
後
５
時
ま
で
、
部
活

動
や
少
年
活
動
は
指
導
者
や

保
護
者
の
も
と
で
、
帰
宅
時

の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

を
前
提
に
概
ね
午
後
９
時
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

山
口
議
員
の
意
見
を
受

け
止
め
ま
し
て
中
学
生
に

つ
い
て
は
午
後
６
時
ま
で

利
用
時
間
を
の
ば
す
よ
う

に
し
ま
す
。　

（
質
問
）

　

瓜
幕
地
区
に
子
ど
も
が
遊

べ
る
公
園
や
施
設
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
中
学
生
が
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

や
、
今
よ
り
規
模
の
大
き
な

図
書
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

と
役
に
た
ち
ま
す
。

を
教
え
て
下
さ
い
。


人
口
減
少
対
策
の
中
で
私

た
ち
高
校
生
に
期
待
す
る
事

は
何
で
す
か
。

町　長

QA
お　店

訪
問
団
と
の
交
流
学

習
に
関
わ
っ
て

様
々
な
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方

QA
カナダ

新
地
球
学
の
授
業
時

間
を
増
や
し
て
は

増
や
せ
な
い
が
、
他

に
も
方
法
が

QA
新地球学

瓜
幕
の
発
電
で
何
家

庭
分
の
電
気
が

約
１
５
０
０
戸
分
の

電
力
を
ま
か
な
う

QA
バイオ発電

利
用
時
間
を
長
く

少
し
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す

QA
スポーツセンター

施
設
・
設
備
の
充
実

に
つ
い
て

早
急
に
検
討
し
ま
す

QA
瓜幕地区

鹿
追
町
に
お
け
る
少

子
高
齢
対
策
は

魅
力
あ
る
ま
ち
作
り

を
進
め
て
い
き
ま
す

QA
少子高齢
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（（まち会 議
かな

住民と議会を結ぶ第
三
者
審
議
会
答
申

答
申
よ
り

「
議
会
改
革
は
、
や
み
く
も
に
行
う
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
た
だ
単
に
他
に
追
随
す
る
こ
と
で

な
く
、
町
づ
く
り
や
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

議
会
活
動
が
円
滑
で
活
性
化
さ
れ
る
か
効
果
を
考

え
、
鹿
追
町
議
会
独
自
で
あ
っ
て
も
積
極
的
に
推

進
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

議
会
報
告
会

お
よ
ば
れ
懇
談
会

懇　

談　

会

商
工
会
と
の
ま
ち
な
か
会
議

　

８
月
24
日
（
金
）、
経
済
交

流
館
に
お
い
て
ま
ち
な
か
会
議

（
お
よ
ば
れ
懇
談
会
）
が
開
催

さ
れ
、
三
井
会
長
他
17
名
の
商

工
会
関
係
者
と
議
会
議
員
全
員

に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

教
育
委
員
と
懇
談

　

町
議
会
で
は
、
町
民
参
画
に

よ
り
議
会
活
動
の
着
実
な
推
進

を
図
っ
て
い
く
た
め
第
三
者
に

よ
る
鹿
追
町
議
会
議
員
定
数
・

報
酬
及
び
あ
り
方
等
審
議
会

（
第
三
者
審
議
会
）
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
議
会
議
長

の
諮
問
に
応
じ
、
議
員
の
定
数

や
報
酬
及
び
議
会
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
平
成

23
年
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

８
月
29
日
、
同
審
議
会
に
検

討
を
お
願
い
し
て
い
た
内
容
が

ま
と
ま
り
、
安
藤
輝
雄
審
議
会

会
長
か
ら
埴
渕
議
長
に
答
申
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
内
容
は
「
一
人
で
も
多

く
の
町
民
に
議
会
活
動
が
理
解

さ
れ
、
議
員
活
動
に
支
持
・
応

援
を
得
る
た
め
に
も
、
常
に
時

流
に
即
応
し
た
議
会
改
革
を
旨

に
住
民
参
加
が
で
き
や
す
い
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
」
と
あ
り
、
次
の
答

申
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
議
会
白
書
に
つ
い
て

１
．
議
会
白
書
に
つ
い
て

　　　
議
員
に
は
、
４
年
の
任
期
が

与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

何
を
や
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
、

今
後
ど
う
対
処
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
く
こ

と
は
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
「
議
会
白
書
」

の
発
行
が
、
活
動
実
績
報
告
と

今
後
の
方
策
を
表
明
す
る
重
要

な
方
法
・
手
段
に
な
り
得
る
と

考
え
る
。

２
．
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２
．
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

現
在
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
議

会
に
関
わ
る
多
種
の
情
報
項
目

が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
容
を
継
続
、
充
実
し
て
い

く
こ
と
に
さ
ら
に
努
力
し
、
情

報
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
こ
と

な
ど
管
理
方
法
に
十
分
な
る
留

意
を
持
っ
た
対
応
を
期
待
す

る
。

　

町
議
会
で
は
、
こ
の
答
申
を

受
け
さ
ら
に
議
会
改
革
を
実
施

し
、
議
会
活
動
の
着
実
な
推
進

を
行
い
ま
す
。

「
時
流
に
即
応
し
た
議
会
改
革
を
」

「
時
流
に
即
応
し
た
議
会
改
革
を
」

委
員
長　

安
藤　

輝
雄
さ
ん

副
委
員
長　

國
島　

新
一
さ
ん

委　

員　

田
中　

光
広
さ
ん

　

〃　
　

佐
々
木
咲
子
さ
ん

　

〃　
　

白
川　

悦
子
さ
ん

　

８
月
21
日
（
火
）、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
は
教
育
委
員
と
の

ま
ち
な
か
会
議
・
懇
談
会
を
実

施
し
、
教
育
行
政
の
課
題
や
情

報
の
共
有
で
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
、

１
、
小
中
高
一
貫
教
育
の
現
状

　

と
課
題

２
、
今
後
の
鹿
追
高
校
の
あ
り

　

方
３
、
生
涯
学
習
と
公
民
館
活
動

４
、
次
世
代
を
担
う
ス
ポ
ー
ツ
、

　

文
化
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
育

　

成
。

　

教
育
委
員
と
の
懇
談
に
よ

り
、
い
じ
め
の
対
応
な
ど
今
後

に
向
け
て
の
方
策
や
共
通
の
情

報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

商
工
会
か
ら
の
意
見
・
要
望

と
し
て
、

１
、
活
き
生
き
商
品
券
の
発
行

　

支
援

２
、
年
末
謝
恩
大
売
り
出
し
事

　

業
に
係
る
支
援

３
、
物
品
庫
の
増
設

４
、
公
共
事
業
の
拡
充

５
、
水
鉄
砲
選
手
権
大
会
へ
の

　

助
成
継
続

　

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
地
場
産
の

食
材
の
利
用
、
水
鉄
砲
大
会
の

あ
り
方
、
町
内
の
結
婚
祝
賀
会

の
あ
り
方
等
々
、
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

要
望
の
１
、２
に
つ
い
て
は
、

今
定
例
会
で
予
算
を
議
決
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
要
望
、
意

見
を
整
理
し
対
応
を
し
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
報
告
会　

　
　
　
　
　
　

７
月
11
日
（
水
）

　

鹿
追/

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

　

瓜
幕/

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　

６
月
定
例
議
会
の
報
告
会
・

鹿
追
会
場
で
は
廃
屋
解
体
撤
去

事
業
補
助
金
の
活
用
方
法
、
災

害
被
災
地
の
子
供
受
入
れ
の
取

り
組
み
な
ど
、
瓜
幕
会
場
で
は
、

エ
ゾ
鹿
の
駆
除
の
問
題
や
旧
西

原
環
境
研
究
所
の
活
用
方
法
な

ど
参
加
者
か
ら
質
問
、
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
環
境
整
備
や
地
域
間
交

流
の
政
策
推
進
で
あ
り
、
町
長

に
こ
の
声
を
伝
え
て
お
り
ま

す
。

９
月
定
例
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　
　

10
月
５
日
（
金
）

　

鹿
追/

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

　

瓜
幕/

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　

９
月
定
例
議
会
の
報
告
会
・

瓜
幕
会
場
で
は
瓜
幕
駅
舎
記
念

公
園
の
遊
具
設
置
に
伴
い
、
公

園
で
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
た
め
の

公
共
の
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
費
や
維
持
管
理
の
こ
と

も
あ
り
、
過
去
に
設
置
は
考
え

て
い
な
い
と
町
か
ら
の
回
答
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
に

再
度
の
要
望
を
伝
え
る
旨
の
回

答
を
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
会
場
で
は
、
町
民
ホ
ー

安藤審議会会長から埴渕議長へ答申書を提出。安藤審議会会長から埴渕議長へ答申書を提出。

ル
の
温
度
対
策
を
し
て
欲
し

い
。
交
通
安
全
対
策
と
し
て
道

路
の
維
持
管
理
、
補
修
方
法
な

ど
の
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
町

長
に
こ
の
声
を
届
け
る
と
と
も

に
議
会
と
し
て
も
議
論
し
て
い

き
ま
す
。

6 月定例議会報告会 /鹿追会場

9月定例議会報告会 /瓜幕会場9月定例議会報告会 /瓜幕会場



編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　台蔵　征一

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　８月 23日、議会の広報編集部員は札幌市で開催された広報研修会に参加し、

編集の心構えやポイントについて研修をしてきました。講師の城市先生によるし

かおい議会だより第 114 号のクリニックを受け、厳しい指摘、アドバイスも受厳しい指摘、アドバイスも受

けました。また、9月 5日には広報モニター会議を開催し、「情報開示は積極的に」けました。また、9月 5日には広報モニター会議を開催し、「情報開示は積極的に」

等の意見を頂きました。インターネット中継も始まり、より開かれた議会、より等の意見を頂きました。インターネット中継も始まり、より開かれた議会、より

読まれる議会広報紙を目指して厳しい指摘、意見を真摯に受け止めていきます。読まれる議会広報紙を目指して厳しい指摘、意見を真摯に受け止めていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報部会長　狩野　正雄
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■
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十
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追
町
議
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■
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集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
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六
｜
六
六
｜
四
〇
三
九

豊
作
へ
の
期
待
・
作
況
調
査

　

町
自
然
公
園
施
設
運
営
協
議
会

が
然
別
湖
周
辺
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

近
年
、
大
雨
や
台
風
の
影
響
に

よ
り
土
砂
等
の
流
入
に
よ
り
園
地

の
芝
生
が
流
さ
れ
る
な
ど
被
害
が

出
た
ま
ま
の
状
況
に
あ
り
、
湖
岸

の
侵
食
も
進
み
安
心
し
て
周
遊
出

来
る
環
境
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
雑
木
の
成
長
に
よ
り

展
望
デ
ッ
キ
か
ら
の
眺
望
も
悪
く

湖
畔
す
ら
見
え
な
い
状
況
の
た
め

観
光
客
か
ら
の
要
望
も
強
く
、
今

後
の
環
境
整
備
が
必
要
と
判
断
し

ま
し
た
。

然
別
湖
畔
園
地
の
環
境
整
備
を
！

町自然公園施設運営協議会会長
小森　忠利さん

　
　

農
業
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
５
月
の
大
雨
に
よ
る
蒔
き
付
け

の
遅
れ
で
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
年
以
上
の
作
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
収
穫
作

業
を
安
全
に
、
確
実
に
行
な
っ
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農業委員
桜井　公彦さん

　

予
想
以
上
に
大
雨
に
よ
る
被
害

も
大
き
く
、
早
急
に
環
境
整
備
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
も
安
心
し
て

周
遊
出
来
る
然
別
湖
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

 　

９
月
10
日
、
鹿
追
町
合
同
作
況

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
、

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
、
議
員
、
関
係
機

関
参
加
の
も
と
各
作
物
の
生
育
状

況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

町
全
体
を
見
て
も
、
高
収
量
を

期
待
で
き
る
作
柄
で
し
た
。
昨
年

発
生
し
た
、
飼
料
用
コ
ー
ン
の
病

気
も
今
年
は
発
生
が
少
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

※
写
真
は
、
今
年
の
補
助
事
業
で
導
入
し
た

ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
の
収
穫
作
業
。
土

塊
が
混
じ
ら
ず
抜
群
に
収
穫
し
や
す
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

(

取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

山
岸　

宏)
(

取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

武
藤　

敦
則)


